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   Ａ６１Ｋ  31/4468   (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ  47/10     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月27日(2011.4.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体、フェンタニル含有粘着性膏体層及び剥離ライナーからなる経皮吸収型貼付剤に
おいて、経皮吸収型貼付剤全体に対して０．０１～０．５質量％のＬ－アスコルビン酸パ
ルミチン酸エステルをフェンタニル含有粘着性膏体層に含有するフェンタニル含有経皮吸
収型貼付剤。
【請求項２】
　Ｌ－アスコルビン酸パルミチン酸エステルの配合量が、フェンタニルの配合量に対する
質量比（Ｌ－アスコルビン酸パルミチン酸エステル／フェンタニル）で０．００１５～０
．５の範囲である請求項１記載のフェンタニル含有経皮吸収型貼付剤。
【請求項３】
　フェンタニル含有粘着性膏体層にゴム成分を含有する請求項１又は２記載のフェンタニ
ル含有経皮吸収型貼付剤。
【請求項４】
　フェンタニルを含有する経皮吸収型貼付剤中に、Ｌ－アスコルビン酸パルミチン酸エス
テルを経皮吸収型貼付剤全体に対して０．０１～０．５質量％配合せしめることを特徴と
するフェンタニルの一次分解物及び／又は二次分解物生成抑制方法。
【請求項５】
　一次分解物がフェンタニル－Ｎ－オキサイド体である請求項４記載のフェンタニルの一
次分解物及び／又は二次分解物生成抑制方法。
【請求項６】
　二次分解物が、Ｎ－フェニルプロピオンアミド、Ｎ－（１－ヒドロキシピペリジン－４
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－イル）－Ｎ－フェニルプロピオンアミド、（１－フェネチル－２－オキソピペリジン－
４－イル）－Ｎ－フェニルプロピオンアミドおよびスチレンのいずれか１種以上である請
求項４又は５記載のフェンタニルの一次分解物及び／又は二次分解物生成抑制方法。
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